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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方は「社会に役立つ企業づくり」を経営理念とし、企業経営活動の維持向上の指針として「労使の
信頼」、「品質の向上」、「商品の開発」、「収益の確保」を掲げ、これらを経営上の最も重要な課題として位置付けております。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

(補充原則１－２－２)

株主が総会議案の十分な検討期間を確保することができるよう、招集通知の早期発送を検討してまいります。

また、招集通知発送より前にウェブサイトなどで電子的に公表しておりませんが、今後、発送前の公表についても検討してまいります。

(補充原則１－２－４)

機関投資家、海外投資家を含め株主が議決権を行使しやすい環境提供は必要と認識しております。議決権電子行使プラットフォームの利用につ
いては、機関投資家、海外投資家の比率等を勘案しながら検討いたします。同様に、招集通知の英訳についても外国法人等の持分が少ないた
め、今後の比率増加を勘案して判断いたします。

(補充原則３－１－２)

株主における海外投資家の比率等から鑑みて、現在のところ英語での情報開示を予定しておりませんが、今後、海外投資家の比率等に変化が生
じた場合には、英語での情報開示を検討してまいります。

(補充原則４－２－１)

当社の取締役の報酬（監査等委員を除く）は取締役全員の報酬総額の限度額を株主総会の決議により決定し、各取締役の報酬額は、取締役会
の授権を受けた代表取締役が、業績貢献や業務執行状況を勘案して決定しております。

現時点でインセンティブの付与は実施しておりません。今後、中長期的な業績等と明確に連動するような報酬制度を必要に応じて検討してまいり
ます。

(補充原則４－３－２）

当社では、最高経営責任者（代表取締役社長）の選任にあたっては、一律の評価基準や選任要件を定めておりませんが、会社業績等を踏まえた
最高経営責任者の機能を保有しているかについて、独立社外取締役を含めた取締役相互で協議を行い、その協議結果に基づいて取締役会にて
最高経営責任者の指名を行っております。

(補充原則４－３－３)

当社では、最高経営責任者（代表取締役社長）の解任にあたっては、一律の評価基準や解任要件を定めておりませんが、会社業績等を踏まえた
最高経営責任者の機能を保有しているかについて、独立社外取締役を含めた取締役相互で協議を行い、その協議結果に基づいて取締役会にて
最高経営責任者の解任の決定を行うものとしております。

(補充原則４－１０－１)

当社は監査等委員会設置会社を選択しており、監査等委員3名は全員社外取締役であります。これにより監査等委員会の独立性を維持しており
ますが、今後、指名・報酬などの特に重要な事項に関する検討に当たり、より透明性・公正性を確保できるように、独立社外取締役を含めた諮問
委員会の設置等、適切な関与・助言を得るための手続きを導入することを検討してまいります。

(補充原則４－１１－３)

当社の取締役会については、各取締役の自己評価、相互評価を踏まえ、監査等委員会がその実効性を分析、評価しております。結果の開示につ
いては今後の検討課題として認識しております。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

(原則１－４　いわゆる政策保有株式)

《政策保有に関する方針》

当社は、現在政策保有株式を保有しておりません。

《議決権の行使の基準》

当社は政策保有株式を保有した場合、投資先の経営方針を尊重したうえで、中長期的な企業価値の向上や、株主還元姿勢、コーポレートガバナ
ンス及び社会的責任などを勘案し、議案ごとに内容を確認し議決権の行使を判断します。

(原則１－７　関連当事者間の取引)

当社の取締役会規程において、関連当事者間の取引を行う場合は取締役会決議事項と定めており、取締役全員にその内容を周知徹底させてお
ります。また、関連当事者間の取引の有無について取締役全員に対して事後的かつ継続的にチェック出来るよう、毎年度末に「関連当事者取引に
関する確認書」の提出を義務付けさせ、漏れが無いよう万全を期しております。



(原則２－６　企業年金のアセットオーナーとしての機能発揮)

当社は、コードが想定している基金型・規約型の確定給付年金及び厚生年金基金を制度として導入しておりません。

(原則３－１　情報開示の充実)

(１)経営理念や経営戦略、経営計画につきましては、当社のホームページ、または中期経営計画及び有価証券報告書並びに決算短信にて開示し
ております。

(２)コーポレートガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針については本コーポレートガバナンス報告書及び当社のホームページにて開示し
ております。

(３)取締役の報酬を決定するに当たっての方針と手続については本コーポレートガバナンス報告書及び有価証券報告書にて開示しております。

(４)当社の取締役・経営陣幹部として必要な知識、経験、マネジメント能力、コンプライアンス意識等を保有しているかについて独立社外取締役を
含めた取締役相互で協議を行い、その協議結果に基づいて取締役会にて次期取締役候補の指名や経営陣幹部の選任を行います。

なお、会社業績等の評価を踏まえ、経営陣幹部がその機能を十分に発揮していないと認められる場合、取締役会に先立ち監査等委員に解任につ
いて説明を行い、適切な助言を得たうえで取締役会にて経営陣幹部の解任の決議を行います。

(５)株主総会で取締役の選任議案が付議された際には、各取締役候補の選任理由について株主総会招集通知にて記載しております。

また、取締役を任期途中で解任すべき事由が生じた場合には、当該解任議案を提出する株主総会招集通知にて記載しております。

(補充原則４－１－１)

当社の取締役会は会社経営方針をはじめ重要事項の審議・決定をするとともに、業務の執行を監督する機関としての位置付けで運営されており
ます。また、経営環境に機動的に対応するため重要課題を審議する執行役員会議を経営陣の参加により毎月定期的に実施しております。

この企業統治体制の概要については有価証券報告書にて開示しております。

(原則４－９　独立社外取締役の独立性判断基準及び資質)

当社は東京証券取引所及び会社法が定める基準をもとに、独立社外取締役の選定を行っております。

現在、社外取締役については経営コンサルタント、弁護士、公認会計士としての専門的知見と豊富な経験を有しており、取締役会においても積極
的に建設的な意見提供を行っております。

(補充原則４－１１－１)

当社の取締役・経営陣幹部として必要な知識、経験、マネジメント能力、コンプライアンス意識等を保有しているかについて取締役相互で協議を行
い、その協議結果に基づいて取締役会にて次期取締役候補の指名や経営陣幹部の選任を行っております。

また、当社は監査等委員会設置会社であり、今後も継続して専門的知識を有する独立社外取締役を2名以上確保し、取締役会としての多様性を
保つ体制を構築してまいります。

(補充原則４－１１－２)

当社の取締役の兼任状況は、株主総会招集通知、有価証券報告書において開示を行っております。

現在の取締役の兼任状況は、当社の取締役としての役割・責務を適切に遂行するにあたり、必要となる労力を確保するのに適切であると判断し
ております。

(補充原則４－１４－２)

取締役についての研修やトレーニングの方針については、取締役の役割・責務を適切に果たすために各自所属する団体・協会等のセミナーを受
講しており、知識向上を図っております。また会計・法務の知識取得のため会計監査人・顧問弁護士等からも研修を受ける体制を構築しており、取
締役が役割・責務を適切に果たすために必要とする知識取得のための研修を適宜取締役に提供しております。

(原則５－１　株主との建設的な対話に関する方針)

当社は、株主との建設的な対話を促進するために、企画管理部内にＩＲの窓口を設けており、企画管理部管掌役員を中心にＩＲ体制の整備を行っ
ております。経営陣はＩＲ担当者と適宜協議を行い、株主の意見等を踏まえた上、中長期的な企業価値の向上に資するように努めております。

ＩＲ担当役員はＩＲ・経理財務・法務総務などの役割を担う企画管理部をはじめ、営業本部・生産本部とも連携し、全社横断的なＩＲ活動体制を構築
しております。

株主の皆様には、業績状況をはじめ重要な企業情報を当社ホームページで開示を行い、また年2回事業報告書を提供しております。情報開示に
あたりましては、取締役およびＩＲ担当者などが中心となって開示内容を精査した上、公正・公平な取組みを推進しております。

日常はＩＲ担当者が株主との対話に努めておりますが、株主の意見等は定期的に整理分析を行い、株主との建設的な対話の手段の充実を図ると
ともに、経営陣に報告を行っております。

なお、対話に際してのインサイダー情報につきましては、秘密保持誓約書・入社時に行う研修によって管理徹底をしております。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

下條　正人 75,900 4.18

御堂　隆輝 61,200 3.37

アサヒ衛陶取引先持株会 54,200 2.99

日本証券金融株式会社 53,800 2.97

松井証券株式会社 34,600 1.91

株式会社SBI証券 33,469 1.85

山田紘一郎 30,400 1.68



町元　孝二 29,000 1.60

林　和男 27,500 1.52

阿部　五美 25,000 1.38

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

―――

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第二部

決算期 11 月

業種 ガラス・土石製品

直前事業年度末における（連結）従業員
数

100人未満

直前事業年度における（連結）売上高 100億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

―――



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査等委員会設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 14 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 7 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 3 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

3 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

山口　宏一 他の会社の出身者 △

中光　弘 弁護士

井関　新吾 公認会計士

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
監査等
委員

独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

山口　宏一 ○ ○

平成２年４月 株式会社横浜銀行入行

平成13年９月 TOKYO企業情報株式会社

(現株式会社TMAC)入社

平成29年４月 早稲田大学大学院経営管

理研究科非常勤講師

平成30年１月 株式会社YMAC 代表取締

役社長(現在)

平成30年４月 株式会社TMAC シニアマ

ネージングディレクター(現在)

平成31年２月 当社取締役(監査等委員)就

任(現在)

社外取締役の山口宏一氏は、金融機関及びコ
ンサルティング会社での業務で培ってきた企業
経営やファイナンスに関する豊富な知識・経験
を有しております。また、過去にあった同氏が
運営するコンサルティング会社との契約につい
てもすでに終了しており、一般株主との利益相
反が生じる恐れがないと判断したため、独立役
員に選定しております。

〔独立役員の確保の状況〕

上記のとおり、一般株主と利益相反が生じるお
それがないと判断し、独立役員に選定しており
ます。



中光　弘 ○ ○

平成５年４月 弁護士登録（大阪弁護士

会）

平成５年４月 中央総合法律事務所入所

平成15年３月 弁護士法人中央総合法律

事務所社員弁護士就任

平成20年２月 当社監査役就任

平成24年７月 弁護士法人中央総合法律

事務所代表社員弁護士就任（現在）

平成28年２月 当社取締役(監査等委員)就

任(現在)

弁護士としての専門的見地から、コンプライア
ンス等企業統制においての監査を担っていた
だくためであります。なお、中光氏は当社の大
株主企業、主要な取引先企業の出身者等には
該当いたしませんので、独立した立場からの監
督という役割及び機能は十分に確保されてい
ると考えております。

〔独立役員の確保の状況〕

上記のとおり、一般株主と利益相反が生じるお
それがないと判断し、独立役員に選定しており
ます。

井関　新吾 ○ ○

昭和56年４月日新監査法人（現 EY新日

本有限責任監査法人）入社

昭和59年３月 公認会計士・税理士登録

昭和62年７月 井関公認会計士事務所開

設所長就任（現在）

平成３年６月 株式会社井関総合経営セン

ター代表取締役就任（現在）

平成22年２月 当社監査役就任

平成28年２月 当社取締役(監査等委員)就

任(現在)

公認会計士としての財務会計に関する職務に
携わり、その経歴を通じて培った専門家として
の見識に基づく監査を担っていただくためであ
ります。なお、井関氏は当社の大株主企業、主
要な取引先企業の出身者等には該当いたしま
せんので、独立した立場からの監督という役割
及び機能は十分に確保されていると考えており
ます。

〔独立役員の確保の状況〕

上記のとおり、一般株主と利益相反が生じるお
それがないと判断し、独立役員に選定しており
ます。

【監査等委員会】

委員構成及び議長の属性

全委員（名） 常勤委員（名）
社内取締役

（名）
社外取締役

（名）
委員長（議長）

監査等委員会 3 0 0 3 社外取締役

監査等委員会の職務を補助すべき取締
役及び使用人の有無

なし

現在の体制を採用している理由

現在のところ監査等委員会の職務を補助すべき使用人を配置しておりませんが、監査等委員会は内部監査室等と連携し、効率的な監査を実施し
ており、その職務を果たせると考えております。なお、監査等委員会がその職務を補助すべき使用人の配置を求めた場合は、補助すべき使用人
を配置することとしております。

監査等委員会、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査等委員会と会計監査人は、それぞれ独立性を保持しつつコミュニケーションをとるよう心がけております。また、会計監査人より監査等委員会
への監査計画及び監査結果についての説明および意見交換を行っております。監査等委員会は内部監査部門である内部監査室と情報交換や内
部監査結果の報告を受けるなど連携をとっております。さらに、内部監査室、監査等委員会、会計監査人の三者間でも監査結果の報告や意見交
換等を定期的に行い、監査の実効性の向上に努めております。

【任意の委員会】

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

なし

【独立役員関係】

独立役員の人数 3 名

その他独立役員に関する事項

当社は独立役員の資格を充たす社外役員を全て独立役員に指定しております。

【インセンティブ関係】



取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

実施していない

該当項目に関する補足説明

各取締役の報酬額は、業績貢献や業務執行状況を勘案して決定しておりますので、現時点ではインセンティブの付与は実施しておりません。今後
については業績等と明確に連動するような報酬制度を検討して参ります。

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

直前事業年度（平成30年12月１日から令和元年11月30日まで)にかかる当社の役員に対する報酬等の額は、以下のとおりであります。

取締役(監査等委員を除く)　４名　34,725千円

取締役(監査等委員)４名　9,140千円(うち社外取締役３名　7,320千円)

(注)上記には、平成31年２月27日開催の第68回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役(監査等委員)１名を含めております。

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

取締役(監査等委員であるものを除く。)及び監査等委員の報酬の額は、取締役(監査等委員であるものを除く。)全員及び監査等委員全員の報酬
総額の最高限度額を株主総会の決議により決定し、各取締役(監査等委員であるものを除く。)の報酬額は、取締役会の授権を受けた代表取締役
が、業績貢献や業務執行状況を勘案して決定し、各監査等委員の報酬額は、監査等委員の協議により決定しております。

【社外取締役のサポート体制】

社外取締役のサポート体制につきましては企画管理部及び内部監査室が担当し、取締役会等で必要な資料の事前配布を行っております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

取締役会は、会社経営方針をはじめ重要事項の審議・決定をするとともに、業務の執行を監督する機関として位置付け、毎月１回定期的に開催
のほか、必要に応じて随時開催しております。

監査等委員会は毎月１回定期的に開催し、社外監査等委員３名にて監査に関する重要事項について協議・決裁をするとともに、監査等委員は取
締役会及びその他重要な会議への出席並びに業務監査等により、取締役の業務の執行を監視しております。

監査等委員にはコンサルティング会社出身者、弁護士、公認会計士と財務・会計・法務に関する十分な知識・知見を有する人員を選任しており、ま
た、内部監査室や会計監査人と連携して監査等委員会の機能強化に努めております。

内部監査室は１名を配置し、監査等委員との協力関係の下、年間計画を立てて必要な内部監査を実施しております。

また、経営環境に機動的に対応するため、業務運営上の重要課題を審議する取締役、執行役員及び取締役が必要と認めた者により構成される
執行役員会議を毎月定期的に開催しております。

平成31年度の会計監査は、OAG監査法人に所属する公認会計士今井基喜氏（継続監査期間１年）、横塚大介氏（継続監査期間２年）が監査を実
施し、また、補助者の構成は公認会計士７名、その他２名でありました。

なお、コーポレート・ガバナンス体制の充実等については、顧問弁護士などの専門家から経営判断上の参考とするためのアドバイスを受ける体制
を採っております。

当社と非業務執行取締役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当
該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する最低責任限度額を限度としております。なお、当該責任限定が認められるのは、当該
非業務執行取締役が責任の原因となった職務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限られます。

当社と会計監査人ＯＡＧ監査法人は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており
ます。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する最低責任限度額を限度としております。なお、当該責任限定が認められるの
は、当該会計監査人が責任の原因となった職務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限られます。

なお、令和２年２月27日開催の第69回定時株主総会において、会計監査人に監査法人Ks Lab.が選任され、就任いたしました。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

当社は、従来からコーポレート・ガバナンスにおいて、外部からの客観的、中立の経営監視の機能が重要と考えておりましたので、監査等委員会
設置会社へ移行することにより、社外取締役による客観的・中立な立場からの経営の監視・監督によって取締役会の経営監督機能を強化し、当
社のコーポレート・ガバナンスの充実を図ることが可能であると判断したためであります。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

実施していません。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有

無

IR資料のホームページ掲載
決算短信、四半期決算短信、事業報告書、その他適時開示資料を掲載してお
ります。

IRに関する部署（担当者）の設置 企画管理部

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

実施していません。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保するための体制についての
整備状況は次のとおりであります。

１．当社及び子会社の取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

取締役、使用人を含めた行動指針として法令遵守、社会規範、社会倫理の遵守を企業活動の前提とすることを徹底する。

取締役会は、取締役会規程、職務権限規程等の職務の執行に関する社内規程を制定し、取締役、使用人は定められた社内規程に従い業務を執
行する。内部監査室を設置し、コンプライアンス体制の構築及び維持向上を推進する。

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役の職務の執行に関する情報及び文書の取扱いについて、文書取扱規程に従い保存及び管理することとする。取締役は、これらの情報を閲
覧できるものとする。

３．当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

当社及び海外子会社の損失の危険については、リスク管理に関する基本方針をリスク管理規程に定め、この規程に沿ったリスク管理体制を整
備・構築する。各部門はリスク管理規程に定義されたリスクに対して管理を行い、企画管理部が各部門のリスク管理を横断的に管理・支援する。
内部監査室は、各部門が効果的にリスク管理を行えるように助言・調整を行うとともに、企画管理部と連携して実施状況の監査を行うものとする。
また経営上重要な事項については、リスク管理規程に従い執行役員会議において定期的に審議を行うほか、取締役会に報告を行うものとする。

４．当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

取締役会は毎月１回定期的に開催のほか、必要に応じて随時開催して、会社経営方針をはじめ重要事項の審議・決定を行うものとする。

取締役、執行役員及び取締役が必要と認めた者により構成される執行役員会議を毎月定期的に開催し、経営に重要な影響を及ぼす事項又は全
社に関係する重要な事項の審議を行うとともに、各部署の主要な施策と事業計画に関する予算実績の進捗状況の確認を行うものとする。

５．当社及び子会社の業務の適正を確保するための体制

当社及び海外子会社における業務の適正を確保するために、共通の経営理念及び行動指針の周知徹底を取締役・使用人に図る。また、「海外子
会社管理規程」を制定し、海外子会社の管理運営体制を構築している。海外子会社の取締役・使用人が、重大な法令・定款違反及び不正行為を
及ぼすおそれのある事実を知ったときは、当社取締役会に報告する。当社取締役会は、当該事項について審議を行い、必要と認める場合、海外
子会社に対し適切な措置を講じるように指示する。

６．監査等委員会の職務を補助すべき使用人を置く体制と当該使用人の他の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事
項ならびに監査等委員会の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

監査等委員会が必要とした場合、監査等委員会の職務を補助する使用人を置くものとする。なお、当該使用人の人選、異動等人事権に係る事項
の決定には監査等委員会の同意を得ることとする。また、当該使用人に対する指揮命令権限は、監査等委員会に帰属するものとする。

７．監査等委員会への報告に関する体制

当社及び海外子会社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は取締役会等の重要な会議において随時業務の状況を報告する
とともに、当社及び海外子会社に重大な影響を及ぼす事実が発生した場合はその内容を速やかに監査等委員会に報告することとする。

また、当社及び海外子会社の取締役及び使用人は、監査等委員会から業務執行に関する事項及びその他の重要な事項について報告を求めら
れたときは、速やかにかつ適正に対応するものとする。

８．監査等委員会へ報告した者が当該報告をしたことを理由に不利な取扱いを受けないことを確保する体制

当社は、監査等委員会に対して報告を行った当社及び海外子会社の役員及び使用人に対し、当該報告を行ったことを理由として不利な取扱いを
行わないものとする。

９．監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還の手続きその他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に
係る方針に関する事項

監査等委員がその職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）に必要な費用の前払い等の請求をした場合、当該費用又は
債務が監査等委員の職務執行に必要でない場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理するものとする。

10．その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

監査等委員は業務上重要な会議への出席並びに議事録等の関連資料の閲覧を自由に行うことができる。

また、監査等委員会は、取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び重要な使用人から、個別ヒアリングの機会を設けるとともに、定期的に監
査法人及び内部監査室との意見交換を行い、必要に応じて代表取締役と意見交換を行うことができる。

11. 当該体制の運用状況

当社は、平成28年２月26日付で監査等委員会設置会社へ移行し、取締役会の議決権を有する監査等委員が行うことによる監査・監督機能の強
化およびコーポレート・ガバナンス体制の充実を図っております。内部監査室は、監査等委員および会計監査人と連携して内部監査計画に基づ
き、財務に係る内部統制の評価を実施し、その結果を代表取締役に報告するとともに必要に応じて改善策の指導・支援を行っております。

また、内部監査室は、コンプライアンス意識の向上と不正行為の防止を図るため、取締役・使用人に対しコンプライアンスに関する研修を実施する
など啓蒙活動を実施しております。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

当社は、反社会的勢力による不当要求に対しては、法令に基づき断固たる行動をとり、これらの勢力との一切の関係を排除するものとします。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

当社の買収防衛策については、令和２年２月27日開催の第69回定時株主総会終結の時をもって終了いたしました。

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

１．当社は「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示等に関する規則」に沿って、社内規程「内部者取引管理規程」を制定し、内部情報の管
理の徹底を図るとともに、下記の通り開示事項に該当する情報の適時適切な開示に努めております。

２．情報開示については、企画管理部を情報開示の窓口として一本化し、企画管理部長を情報取扱責任者としております。

・決算に関する情報

　決算に関する情報は取締役会の付議事項に規定しており、企画管理部にて作成した決算情報を監査法人による監査後取締役会に上程され、
決議後直ちに適時開示規制に基づき企画管理部・情報取扱責任者により適時適切な開示を実施しております。また、業績予想の修正・四半期情
報は企画管理部にて作成し監査法人との協議後、取締役会に上程され、決議後直ちに適時開示規制に基づき企画管理部・情報取扱責任者によ
り適時適切な開示を実施しております。

・決定事実に関する情報

決定事実に関する情報は取締役会の付議事項に規定しており、該当事項管轄の部署長から毎月開催の取締役会に上程され、決議後直ちに適時
開示規制に基づき企画管理部・情報取扱責任者により適時適切な開示を実施しております。また、開示事項であるか否かの判断を要する事項に
ついては、必要に応じて顧問弁護士及び監査法人による助言・指導を受けております。

・発生事実に関する情報

発生事実に関する情報は当該事項が発生した部署から速やかに企画管理部・情報取扱責任者に集約され、該当事項の確認のうえ取締役社長に
報告されます。企画管理部・情報取扱責任者は速やかに取締役会に上程し、決議後直ちに適時開示規制に基づき企画管理部・情報取扱責任者
により適時適切な開示を実施しております。また、開示事項であるか否かの判断を要する事項については、必要に応じて顧問弁護士及び監査法
人による助言・指導を受けております。


